
広島県における防災情報提供と

デジフラ構想
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自己紹介

〇昭和42年9月北海道札幌市生まれ

〇平成5年4月建設省(現国土交通省)入省

〇主に水管理・国土保全局で河川・防災分野の業務に従事

〇これまでの主な経験

・河川に関する防災情報の整理（初めてレベルを導入)

・国土強靭化基本計画の策定，特に脆弱性評価の立案

・全国の治水事業・海岸事業の監理 等

〇平成31年4月より現職
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本日お話しすること

１．平成30年７月豪雨災害の教訓

２．本県が提供している防災情報

３．これからの防災情報

４．広島デジフラ構想
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これからの防災情報

○ 『今いる場所』の土砂災害リスク，現在の土砂災害の危険度，とるべき行動，最寄の避
難所など，個々の状況に応じた，よりきめ細やかな防災情報の提供を開始
（令和２年９月～試行運用開始）

【機能①】 （一般県民向け）

『今いる場所』の災害リスク，とるべき行動，
近くの避難所が一目で分かる

【機能➁】（防災リーダー向け）

『今いる場所』の土砂災害の切迫度や予測
雨量など詳しい情報が簡単に入手できる

【土砂災害発生危険基準線(CL)】
土砂災害の切迫度を図やグラフ
で可視化

【観測雨量一覧】
最寄りの雨量観測所の３時間先
予測累加雨量を表示

①「現在地」
現在地が土砂災害警戒区域等の
中かどうかを表示

➁「土砂災害危険度」
現在の土砂災害の危険度，
とるべき行動を表示

③「近くの避難所」
最寄りの避難所を２箇所を表示

①

②

③



○ 各地域のケーブルテレビと連携し，土砂災害の発生危険度を，避難勧告の発令単位で
表示する など，より詳細な防災情報の提供を県内全域に展開

○ 防災情報の信頼性を高めるための土砂災害警戒情報の精度向上や発表区分の細分化
を推進

ケーブルテレビとの連携事例

タブの切替で詳細表示
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広域表示

これからの防災情報



○AI／IoTなどのデジタル技術を最大限に活用し，官民連携による最適なインフラマネジメ
ント【広島デジフラ構想】を推進

○河川の防災情報の提供や維持管理において様々な取組を推進【デジリバ構想】

これからの防災情報
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「ひろしまサンドボックス」
で実証実験！

デジリバの推進



• 中小河川についても浸水想定区域図の作成を進め，リスク情
報の空白地帯を解消するとともに，関係機関と連携し，住民
への周知を行う

○ より住民目線の対策へ転換することを基本
○ 水害リスクの認知や正しい理解を促進するための取組を強化するとともに，よりきめ細や
かな水害リスク情報を提供

現在の浸水想定区域図
(想定最大規模降雨)

本川からの

氾濫のみを想定

中小河川の氾濫推定図の整備イメージ

支川の氾濫

リスクも考慮

①【平常時】水害リスクの認知

対象河川数：63河川
現時点での策定数：49河川
残り策定必要河川数：14河川

令和２年度末までに
対象河川全てを策定

これからの防災情報

デジリバの推進
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危機管理型水位計 監視カメラ

• AIを活用して，現状の雨量・水位・流量等と過去のデータ
から高精度な流入量予測を構築

• 「危機管理型水位計」や「河川監視カメラ」の設置を推進

• さらにより安価に設置可能な水位計の開発を進め，県内
河川において網羅的な整備を目指す

• 上流から下流まで連続的に，地先毎の洪水危険度を把握・表示
する「水害リスクライン」を開発し提供

これからの防災情報

②【降雨時】よりきめ細やかな災害リスク情報の提供

デジリバの推進
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省力化や新たなサービス・付加価値の創出によ
る生産性向上や競争力強化といった経済発展

人口減少・少子高齢化に伴う労働力不足や地
域活力の低下などの社会課題の解決

ＡＩ，ＩｏＴ，ロボティクス等のデジタル技術や
ビッグデータを活用した

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）
と呼ばれる潮流が到来

双方を
実現する
チャンス！

ＤＸ推進を支える基盤

○官民が連携して社会課題を解決
○県内産業の生産性向上・競争
力強化

○中山間地域をはじめとする地域
課題の解決
○都市の機能・サービスの効率化・
高度化

○インフラの整備・維持管理，防災・
減災などの行政サービス等のデジタ
ル化を進め，県民の利便性を向上
○行政の内部業務の効率化

仕事・暮らしの
デジタル化

地域社会における
デジタル化

行政の
デジタル化

人材育成・集積 官民データ連携

スーパー・スマート
広島県

県内全域で，デジタル技術
の恩恵を受けて，県民生活
や県内企業が，様々な面で
より良い方向に向かう社会

推進方針
目指す姿

広島県デジタルトランスフォーメーション
推進本部を設置（令和元年７月）

推進体制

産業構造やビジネスモデル，働き方・暮ら
し方，生活スタイルそのものに変革をもた
らすとともに，社会をより便利で快適に，
豊かに変える可能性を秘めている！

広島県におけるデジタルトランスフォーメーション推進の概要

欲張りな

ライフスタイル
の実現

本部長代理

ＤＸ施策の総括

ＤＸ施策の企画・総合調整
《ＤＸ推進本部事務局》

行政経営部長

総括官
（情報戦略）

総括官
（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進）

副本部長

危機

全局長

商工健康 農林 土木 警察 教育地域 環境
・・・

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ推進ﾁｰﾑ

本部長
（副知事）

総括官（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ戦略）

広島デジフラ構想
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広島デジフラ構想
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法面崩落の予測

画像解析やセンサー等を活用し
た崩落の前兆の把握などによる
法面崩落の予測

除雪作業の支援

経験が浅いオペレーターでも
作業を行うことが可能となる
除雪支援技術の構築

・具体な取組イメージ

◆県民の安全・安心の確保
◆インフラを利用する人の利便性向上

広島デジフラ構想の概要

◆頻発する集中豪雨などによる甚大な被害の発生
◆既存インフラの老朽化の進展
◆人口減少，少子・高齢化の進行による担い手不足
などが，今後一層懸念される

進展を続けるAI/IoTなどのデジタル
技術を最大限に活用し，官民連携に
よる最適なインフラマネジメント【広島
デジフラ構想】を推進する

背景

目指す姿
情報発信

インフラマネジメント基盤

ＤｏｂｏＸ

データ利活用

・分野毎，管理者毎のデータを一元化
・誰もが利用できる形でオープンデータ化
・アプリケーションの開発・利用促進 など

・ドローン等による自動測量
・i-Constructionの推進
（BIM/CIM，ICT工事）など

・ドローン等を用いた施設点検
・センサーを活用した予測精度向上
・カメラ情報等による効率化 など

・ピンポイントの防災情報・避難誘導
・VR/AR技術を活用した理解度向上
・県土全体の３次元デジタル化 など

調査･設計 建設工事 維持管理

様々なリスク情報を一元化し，
リアルタイムで県民に提供

災害リスクの情報発信 基盤などに関する意見募集中！
（QRコードからアクセス）


